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6 月 28 日（日）に実施した、松本市防災連合会波田地区防災部

主催の防災訓練の結果をご報告します。 

大規模地震を想定した「避難訓練」では、別日程で実施した町会

も含め 27 町会、7,124 名、4,362 世帯 が一時避難場所まで非難

しました。参加世帯率は 96.2 % で、昨年（87 %）を上回る多数の

方にご参加いただきました。 

また「避難所開設訓練」では、9箇所の指定避難所に各運営委員、

施設管理者、避難所担当職員が参集し、施設の開錠方法と避難所アクションカードの指示書に従って開設準備

を確認するとともに、段ボールベッドの組み立てを体験しました。町会長を通じて寄せられた訓練に関するご

指摘や課題等は、防災部で検討・協議し、今後の改善に努めます。 

 

まちづくり協議会の地域連携部会では、6 月 13 日（土）に水沢地籍で急速に増加しつつある特定外来植物

「オオハンゴンソウ」の一斉駆除を実施しました。 

日差しの強い中、参加者 15 名は大量の汗をかきながら、林道沿いに群生しているオオ

ハンゴンソウを一本一本、根こそぎ抜き取る作業を行い、その収集量は大型ビニール袋 20

袋に達しました。特定外来植物は繁殖力が非常に強く、放置すると他の生物の生育を妨げ

たり、農作物に被害を与える可能性があります。 

所有地で特定外来植物を発見した場合は、早めに駆除するようお願いいたします。 

 

 

梓川高等学校の家庭科授業を支援するため、波田地区のエプロン

制作実習サポートボランティア 4名が、6月 1日（月）から 7月 22

日（水）までの延べ 20回の授業をサポートしました。 

オリジナルのエプロン制作に向け、ボタン付け、刺し子、ポケッ

ト付け、裾上げなどの工程を生徒一人ひとりに寄り添いながら丁寧

に指導しました。 

ボランティアの皆さんは「若い皆さんと日々交流できることで、

逆にこちらが元気をもらえる」と口々に笑顔で語っていました。 

この活動は令和 3年から続いており、世代間交流事業として定着

しています。 

 

 オンライン相談窓口をご利用ください  
 オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）
と市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなく
ても手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類
を見ながら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 
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オオハンゴンソウ 

（キク科） 


